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昭和25年１月14日、東京都に生まれる。 

俳誌「沖」を経て、「豈」同人．現在．「豈」発行人。 

句集に『野干』（平成元年、東京四季出版）、『婆伽梵』（平成

４年．弘栄堂書店）、『花鳥調詠』（『筑紫磐井集』〈平威15年、

邑書林〉に収録）。 

評論集に『飯田龍太の彼方へ』（平成６年、深夜叢書社）（第
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